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木更津高専一般教育研究会 編

探究心に火をつける
− 授業「特別研究」の挑戦 −

●Ａ５判上製・２０８頁・ ISBN4-87361-792-8・学術図書出版社

定価２０００円（税込・送料別途）

一般科目の教師１５、６名が自ら設定した課題

について、少人数の学生とともに１年間研究する

スタイルの授業で、第３学年の必修科目になって

いる。年度末には、学生に各自の研究成果を論文

として提出することを義務づけ、平成１２年度か

らは特研発表会も開催している。

探究することは面白い。その面白さを学生に伝

え、学生の探究心に火をつけようと努力してきた

ことで、逆に教師たちの探究心にも火がついた。

教師と学生が一緒に取り組む特研の授業は、学び

と研究の方法をも変えてきている。

木更津高専にはこんな「総合学習」もある。

木更津高専の特別研究（特研）木更津高専の特別研究（特研）
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「本を読むのは大嫌いだ」という人は，当然のことながら，この特研には向いてい

ません．でも逆に「本を読むのが大好きだ」という人も向いていないかも知れませ

ん．なぜなら，そういう人はたいてい本の世界に没頭してしまい，批判する眼を失

っているからです．本特研では，本を読むのが大嫌いでも大好きでもなく，それで

も自分なりのアンテナをもって，世の中を斜めに見ることのできる人を目指したい

と思います．現代文学に関する研究を通じ，私たちの生きる日常を見つめ直し，現

代社会の抱える様々な問題を考察し，批判する力を養うこと，これがこの特研の目

的です．（「現代文学精読」の履修ガイドから）

学生の反応学生の反応

粘土ができた時，先生が「ああ，いい粘土ができた」と言っていたのが印象に残っている．なにか，大事に育ててきた

ものに言うようで覚えている．そして，そのうち実験を重ねていくうち，「ああ，いい鋼ができた」なんて言う日がく

るのだろうと思った．（たたら製鉄に取り組んだ学生の感想から）

教師の挑戦教師の挑戦

私の最初のテーマ（「トレーニングの科学」）のときは，大人気で希望者がどっと

集まったのですが，彼らに聞くと，「筋トレをやりたい」．それではとても研究に

はならないので，テーマをどう決めるか，ガイドにどう書くか，どうしたら思った

ような学生を集められるか，と２年間がんばって，「トレーニングしながら自分の

身体がどう変わったか」を調べる「スポーツの科学」に変えました．筋トレをした

いという学生に対しては，週３回のトレーニングと毎週のレポート提出を課しまし

た．きびしいというイメージが定着して，選択する人数が減ったおかげで，今年は

かなり充実していました．（「座談会」での体育教員の発言から）

木更津高専の特研は，今年度で１５年目を迎えるが，特研の授業を通して，自ら，何かを作り，調
べ，考え，探り，わかろうとする一般科目の学びと研究の方法を学生たちに少なからず伝えることが
できたと確信している．それどころか，教員の方が驚くほどの成果や論文を出してくる学生に出会う
こともしばしばであった．特研は，教員の側の学びと研究の方法をも変えてきたのである．（中略）
折しも，小中高では，「総合的な学習」の時間の意義を認めつつも，その実践に苦労しているとの

話も聞く．本書が，高専だけではなく，総合学習に関心をもっている先生方，大学で教養ゼミ等を担
当する先生方など，多くの教育関係者の参考に供せられることを願っている．（まえがきより）

教師と学生が教師と学生が、、共に取り組共に取り組みみ学んだ「特研」学んだ「特研」

全国書店（注文）およびAmazonなどのインターネット書店を通じて、ご購入いただけます。

その他本書に関するお問い合わせは、以下へお願いいたします。

木更津高専 Tel 0438-30-4000（代表：庶務課）、Fax 0438-98-5717 、e-mail  tokken@n.kisarazu.ac.jp
URL  http://www.kisarazu.ac.jp/

学術図書出版社 Tel 03-3811-0889、Fax 03-3811-2464、URL http://www.gakujutsu.co.jp/

◆

論文を書いている時はとても辛かったです．正直言って，泣きたかったり，眠かったり，疲れたり，肩が凝ったり，指

が痛くてもタイプしたり，ワープロを見ると吐き気がするほどでした．朝日新聞の縮刷を用いたため図書館からあの分

厚い本を家に持って帰るのもとても大変でした．本当にいろんな方のお世話になりました．いろんな方にご迷惑をおか

けしました． （中略） いろいろなトラブルに遭遇して，少しずついろんなことに対処していけるようになった気も

します．みんな気のせいかもしれませんけれど． (500ページの論文を仕上げた学生の感想から）

◆

ご購入の検討をお願い申し上げます。

テーマの設定は難しい。教師の研究テーマそのままでは学生がついていけない。安易なテーマで
は白けてしまう。担当者は苦心して学生の心に響くテーマを模索してきた。

発表の中で「アロマオイルをガラス板に塗って透過率を調べた」と話したことに対して，「どのくらいの厚さに塗った

のか」という質問が出た．光を専門にする人間にとってはごくごく自然な質問だそうだが，彼女たちは全く想定してい

なかったらしく，一瞬答えに窮してしまった．そして思わず「いつも自分たちが顔に塗る厚さで」と答えた．

（特研発表会のようすから：「暮らしの中の紫外線（UV）」を研究した女子学生の発表）

◆

◆

◆
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